
















































































































































 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表２－１　千葉県営水道の
給水量の実績と被告の予測
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現在の保有水源

年度

（出典：千葉県の資料より作成。ただし、現在の保有水源は原告の評
価による。）

 

図表２－２　千葉県営水道の一人生活用水の
実績と被告の予測
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図表２－４　千葉県営水道の有収率の実績と被告の予測

 

図表２-３　千葉県営水道の業務営業用水
の実績と被告の予測
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図表２－５　千葉県営水道の負荷率の実績と被告の予測

 

図表２－６  千葉県営水道の
一人当たり給水量の実績と被告の予測
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（出典：千葉県の資料より作成）

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１３年予測 平成２０年予測 嶋津予測

2,951,700 3,083,700 2,955,222

97.5 96.7 95.8

263 248 243 245

生活用水 75.7 74.1 72.9 69.2

生活用水以外 20.1 15.5 15.0 14.4

計 95.9 89.6 87.9 83.7

91.8 93.6 94.0 93.2

104.4 95.7 93.5 89.8

82.9 85.9 86.7 88.6

126.0 111.3 107.9 101.3

負荷率（％）

一日最大給水量　　　　(万ｍ3／日）

水道普及率（％）

一日平均給水量　　　　（万ｍ3／日）

図表２－７　　千葉県営水道の水需要予測

1人当たり生活用水（㍑／日）

有収水量
（万ｍ3／日）

有収率（％）

給水人口　3,000,000
人口（人）

2015年度の予測値

2005年度の実績値
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被告が使用する利用量率　約95％

（出典：千葉県総合企画部の資料）

利用量率の実績

図表２－８　千葉県営水道の利用量率の実績と被告の値

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）現在の保有水源
（２）八ッ場ダム等の

完成後
（３）現在の保有水源

（４）現在の保有水源
（坂川農業用水合理化
を外して、被告の利用
量率を用いた場合）

利根川江戸川自流 87,000 87,000 88,379 87,000

利根川河口堰 286,500 286,500 290,148 286,500

川治ダム 161,100 161,100 164,167 161,100

奈良俣ダム 39,400 39,400 40,354 39,400

房総導水路 41,000 41,000 41,688 41,000

中川江戸川緊急導水 （120,000) （120,000) 121,729 120,000

坂川農業用水合理化 (39,000) (39,000) 39,187 ---

県内河川 高滝ダム 90,000 90,000 91,714 90,000

228,000 228,000 228,000 228,000

60,000 60,000 60,000 60,000

(51,000) (51,000) 51,000 51,000

八ッ場ダム --- 120,400 --- ---

湯西川ダム --- 125,200 --- ---

993,000 1,238,600 1,216,366 1,164,000

図表２－９ 　千葉県営水道の保有水源　　　（給水量ベース　　ｍ3／日）

計画中

計

被告の評価 原告の評価

〔注〕　原告の評価による給水量ベースの保有水源は利用量率に県営水道の実績値に余裕を見た96.5％を用いたものである。（被告は約95％）

利
根
川
水
系

君津広域企業団からの受水

北千葉広域企業団からの受水

地下水

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原告の評価

現在の保有水源 現在の保有水源
八ッ場ダム等完
成後の保有水源

千葉地区 利根川河口堰 54,190 51,200 51,200

五井姉崎地区 印旛沼開発 423,360 401,760 401,760

川治ダム 111,005 104,900 104,900

霞ヶ浦開発 71,887 67,900 67,900

五井市原地区 山倉ダム 127,008 120,000 120,000

787,450 745,760 745,760

八ッ場ダム --- --- 37,765

湯西川ダム --- --- 15,267

787,450 745,760 798,792

図表３－１　千葉関連４地区県営工業用水道の保有水源

被告の評価

千葉地区

房総臨海地区

小計

〔注〕原告の評価による給水量ベースの保有水源は利用量率に実績値（98％）を用いたものである。（被告は
約93％）

既得水源

計画中

計

 

図表３－２　千葉県営工業用水道全体の
給水量の実績と被告の予測
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（出典：千葉県の資料より作成。ただし、現在の保有水源は原告の
評価による。

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表３－４　千葉関連４地区県営工業用水道の
給水量の実績と被告の予測

30

40

50

60

70

80

1990 1995 2000 2005 2010 2015

万ｍ3／日

契約水量

一日最大給水量の実績

一日平均給水量の実績

現在の保有水源

被告の旧予測

被告の新予測

年度

（出典：千葉県の資料より作成。ただし、現在の保有水源は原告の
評価による。千葉関連4地区の予測は県工業用水道全体の予測の
伸び率を乗じたものである。）
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〔注〕生産指数は2005年を100とする。
実績の出典：千葉県の鉱工業指数
被告の予測（旧）は（2015年の出荷額予測値）／（1999年の出荷額実
績）×（1999年の生産指数実績）、被告の予測（新）は（2005～2015年
の経済成長率予測値）×（2005年の生産指数実績）から求めた。

 図表３－３　千葉県製造工業の生産指数の
推移と被告の予測
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図表３－５　千葉４関連地区県営工業用水道の
利用量率の実績と被告の値
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（出典：千葉県企業庁の資料）

利用量率の実績

 

原告の評価 被告の評価

現在の保有水源
八ッ場ダム等完
成後の保有水源

千葉地区 利根川河口堰 0% 54,190 51,200

五井姉崎地区 印旛沼開発 21% 334,454 317,390

川治ダム 21% 87,694 82,871

霞ヶ浦開発 0% 71,887 67,900

五井市原地区 山倉ダム 0% 127,008 120,000

--- 675,233 639,361

八ッ場ダム 21% --- 29,835

湯西川ダム 21% --- 12,061

--- 675,233 681,257

〔注１〕　原告の評価による給水量ベースの保有水源は利用量率に実績値（98％）を用いたものである。（被告
は約93％）

２／２０渇水年の
減少率

既得水源 房総臨海地区

小計

計画中 千葉地区

計

〔注２〕　２／２０渇水年の供給量の減少率は国土交通省の数字を用いた。利根川水系の水源施設（河口堰と
霞ケ浦開発を除く）　２１％、河口堰と霞ケ浦開発　0％　他水系　0％

図表３－６　千葉関連４地区県営工業用水道の保有水源（２／２０渇水年の供給量）

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表４－１　利根川水系栗橋上流ダム群の貯水量の実績と国交省計算結果（1987年度）
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国交省の10ダム貯水量計算結果（切下げ無し）

8ダムの貯水量実績

〔注〕切下げ無しは供給可能量の切下げをしない場合を意味する。

（計算結果は調査嘱託への国土交通省
の回答、実績は国土交通省の資料によ
る。）

 

図表４－２　利根川水系栗橋上流ダム群の貯水量の実績と国交省計算結果　（1994年度）
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国交省の10ダム貯水量計算結果（切下げ無し）

8ダムの貯水量実績

〔注〕切下げ無しは供給可能量の切下げをしない場合を意味する。

（計算結果は調査嘱託への国土
交通省の回答、実績は国土交
通省の資料による。）
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図４－４ 利根川流域図 

 

図表４－３　利根川水系栗橋上流ダム群の貯水量の実績と国交省計算結果　（1996年度）
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国交省の10ダム貯水量計算結果（切下げ無し）

8ダムの貯水量実績

〔注〕切下げ無しは供給可能量の切下げをしない場合を意味する。

（計算結果は調査嘱託への国土交通省
の回答、実績は国土交通省の資料によ
る。）

 



 

    図４－５ 群馬県の水収支（群馬県環境基本計画 2006－2015） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４－６　　国交省による利根川・安定供給量の計算で考慮されていない還元流量の推定値
（栗橋地点より上流）
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（調査嘱託への国土交通省回答のデータ等から計算）

 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４－７　鬼怒川・水海道地点の非かんがい期の流量
　（1986～2001年度の10～3月の半旬平均流量）
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（流量データは国土交通省の資料による。）

 

図４－８　小貝川・戸田井地点の非かんがい期の流量
　（1990～2000年度の10～3月の半旬平均流量）
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（流量データは国土交通省の資料による。）

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図４－９　利根川・栗橋地点の非かんがい期の実績流量と国交省の設定流量
　(1983～1992年度の10～3月の半旬平均流量）
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（流量データは国土交通省の資料による。）

 

図表４－１０　利根川・栗橋地点の非かんがい期の実績流量と国交省の設定流量
　(1993～2002年度の10～3月の半旬平均流量）
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取水制限（自主節水のみ）

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

244

260

274

235

218

208

100

150

200

250

300

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

万ｍ3／日

実績

被告の旧予測

被告の新予測

（出典：日本水道協会「水道統計」と千葉県の資料より作成。
実績は上水道+簡易水道の値を示す。）

年度

図表５－１　千葉県・水道全体の一日最大給水量の
実績と被告の予測
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年度

図表５－２　千葉県・水道全体の一人一日最大給水量
の実績と被告の予測



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　図表５－３　千葉県人口および給水人口の実績と予測
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〔注〕千葉県と国立社会保障人口問題研究所の資料による。給水人口は上水道と簡易水道の合計を示す。

 

被告の旧予測 被告の新予測 嶋津予測

641.4 623.8 608.7 607.8

97.0 96.3 96.9 94.4

622 601 590 574

263.0 245.4 240.0 242.1

生活用水 163.5 147.4 141.6 138.9

生活用水以外 41.8 33.5 30.0 29.8

計 205.3 180.9 171.6 168.7

92.0 92.5 92.4 91.4

223 196 186 183

82.0 83.2 84.5 86.5

274 235 220 211

人口（人）

図表５－４　千葉県・水道全体の水需要予測

2015年度の予測値

2005年度の実績値

水道普及率（％）

負荷率（％）

一日最大給水量　　　　(万ｍ3／日）

給水人口（人）

1人当たり生活用水（㍑／日）

有収水量
（万ｍ3／日）

有収率（％）

一日平均給水量　　　　（万ｍ3／日）

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）評価量
（２）2/20渇水年の
供給可能量

（３）旧「長期水需給」 （４）新「長期水需給」

利根川河口堰 297,975 297,975 296,124 300,898

川治ダム 162,976 128,751 161,000 164,574

黒部川総合開発 52,146 41,195 53,565 52,657

渡良瀬貯水池 41,799 33,021 40,400 42,209

奈良俣ダム 199,478 157,588 196,372 201,434

霞ヶ浦開発 158,175 158,175 156,926 159,727

房総導水路 148,988 117,700 164,970 150,449

北千葉導水路 357,570 282,481 347,200 361,078

中川江戸川緊急導水 120,846 95,468 （120,000) （120,000)

坂川農業用水合理化 38,902 30,733 (39,000) (39,000)

高田川（白石ダム） 7,615 6,016 7,763 7,432

利根川江戸川自流 106,981 83,532 105,737 103,161

県内河川の水源施設 422,380 422,380 409,544 397,861

県内河川自流 35,277 35,277 32,646 30,213

2,151,109 1,890,293 1,972,247 1,971,694

449,280 449,280 361,878 284,947

2,600,389 2,339,573 2,334,125 2,256,641

図表５－５　千葉県の水道全体の現保有水源　　　　（給水量ベース　　ｍ3／日）
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〔注１〕　原告の給水量ベースの水量は、利用量率に実績値（0.965）を用いた場合（地下水は浄水場のロス率がゼロ、すなわち、利用量率が１００％であるので、地下水を
含めた全保有水源の利用量率が実績の９６．５％となるように河川水源の利用量率を設定した。）を示す。

〔注４〕　（２）に示す２／２０渇水年の供給可能量は国土交通省による利根川水系水源施設の減少率を用いて計算したものである。

県内河川

既得水利権の計

利
根
川

原告 被告

〔注２〕　被告は中川江戸川緊急導水と坂川農業用水合理化を保有水源としてカウントしていないので、（　　）書きとした。

〔注３〕　原告評価の地下水44.9万ｍ3／日は旧「千葉県の長期水需給」に記載されている現在の地下水源量である。旧「千葉県の長期水需給」で
は今後、これを約8.7万ｍ3／日削減、新「千葉県の長期水需給」では約16.4万ｍ3／日削減するとしている。

 


